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行

今
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、議
会
の

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の
た
め
、台
風
第
19号

に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
は
会
派
代
表

形
式
で
行
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、執
行
部
と
と
も
に
災
害
か
ら
の

復
旧・復

興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
りま
す
。

復
興
に
向
け
て

復
興
に
向
け
て

付
帯
決
議
を
可
決

（
12月

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
）

17名
の
議
員
が
市
政
を
質
す

（
一
般
質
問
）

表
紙
写
真
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説
明

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

5
 

615

特
集
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

市
内
施
設
８
カ
所
を
視
察

11月
臨
時
会
を
開
催

・
・
・
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　

21415

「
O
N
E TEA

M
」

「
O
N
E TEA

M
」

ワ
ン

ワ
ン

チ
ー
ム

チ
ー
ム



－ 2 －
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皆さんの意見をまとめた
提言書については、後日
あらためて報告するよ☆

主な意見主な意見

・土日が勤務の場合に子どもを
　預けられる場所が欲しい。
・乳幼児健診などの時間を午前中
　にしてもらえるとありがたい。
・高校生まで医療費の助成を拡大
　していただけると助かる。
・ベビーカーで街中を通るとデコ
　ボコして通行が困難なので、
　フラットにしてほしい。
・通学路に街灯が少ないので設置
　してほしい。

団体や市民の方と意見交換を行いました

テーマ　部活動指導員の現状について
相手方　中学校部活動指導員の皆さま

・部活動指導員は微妙な立ち位置なので人材
　確保は難しいと思う。
・現役の先生の受け取り方が柔軟でないと
　自分たちを受け入れてくれないと思う。
・将来的には学校部活動と地域のクラブを切
　り離していかないと先生の負担は減らない。

産業教育常任委員会
テーマ　建設業界の担い手不足について
相手方　栃木市電設業協会の皆さま

建設常任委員会

（意見交換会）

子育て世代の主な意見

　今号では各常任委員会で開催した報告会の内容も併せ、
ご参加いただいた皆様からの貴重なご意見の一部を紹介
いたします。

・市内には栃木工業高校もあるので、市役所
　と高校で連携ができればよいと思う。
・企業説明会を単体で実施することは難しい
　ので、業界全体でできればよいと考えている。
・落札率や技術力の問題もあるが、地元企業
　を育成していくことも重要だ。

●子育て世代(11月9日)
　・会　場：岩舟健康福祉センター
　・テーマ：子育てに関する困りごと

意見交換会のあらまし
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主な意見
主な意見

・選挙に行っても、自分たちの利益
　にならない。
・有権者の意見がきちんと反映され
　ているか実感が湧かない。
・普段は議員と話す機会がないので、
　議員と本音を言い合える場が必要
　だと感じる。
・議員の高齢化が進んでいるので、
　若い人に投票したいと思う。
・議員自らもSNS等を活用して情報
　発信をしたほうが早いのではないか。

各常任委員会でテーマを決めて、関係する

テーマ　栃木市消防団組織の活動状況と課題
相手方　消防団員（女性消防団員含む）の皆さま

・消防団員の命を守るためにも、資機材等の
　充実をお願いしたい。
・夜間に活動するときなど、強力な照明装置
　があると助かる。
・自主防災組織を設立・強化し、消防団の
　補完的役割を担っていただけるとありがたい。

総務常任委員会
テーマ　学童保育の現状と課題について
相手方　民間学童保育運営管理者及び学童
　　　　保育支援員の皆さま

・学校の情報をいただきたい児童がいるが、
　どこからどのように情報をいただけるのか
　わからない。
・求人をハローワークに出してもなかなか
　応募がない。

民生常任委員会

　例年、市内各地で開催している議会報告会は台風第１９号の影響で中止と
させていただきましたが、大学生世代および子育て世代との意見交換会を
11月に開催いたしました。

第９回議会報告会

大学生世代の主な意見

議　会
報告会

●大学生世代(11月4日)
　・会　場：白鷗大学本キャンパス
　・テーマ：若者世代の選挙の投票率

意見交換会のあらまし
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に
つ
い
て
は
、
施
錠
が
き
っ
ち
り
で
き
る

対
応
を
取
っ
て
い
る
。

　
　

今
回
の
設
計
に
お
い
て
、
床
の
高
さ

を
水
害
時
よ
り
52
セ
ン
チ
上
げ
て
お
り
、

南
側
の
道
路
面
か
ら
は
１･

25
メ
ー
ト
ル

上
げ
て
い
る
の
で
、
水
害
対
策
に
つ
い
て

は
万
全
を
期
し
て
い
る
。

・
契
約
目
的　
（
仮
称
）栃
木
市
文
化
芸
術

　
館
建
築
工
事

・
契
約
方
法　

事
後
審
査
型
条
件
付
き

・
契
約
目
的　

吹
上
小
学
校
給
食
共
同

　
調
理
場
改
築
建
築
工
事

・
契
約
方
法　

事
後
審
査
型
条
件
付
き

　
一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額　

２
億
７
３
０
２
万
円

・
契
約
相
手　
有
限
会
社 

山
野
井
組

　
　

通
常
で
は
冷
暖
房
を
完
備
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
吹
上
小
の
配
膳
室

は
冷
暖
房
を
完
備
し
て
い
る
。
安
全
対
策

12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
（
主
な
議
案
等
）

　
一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額　
15
億
４
千
万
円　

・
契
約
相
手　

清
水
・
舘
野
・
落
合
特
定

　
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

本
事
業
は
国
庫
補
助
対
象
の
工
事
で

あ
り
、
昨
年
度
に
一
度
見
直
し
を
し
た
た

め
、
ぎ
り
ぎ
り
の
工
期
と
な
っ
て
い
る
。

仮
契
約
は
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
延
期
し

た
場
合
、
相
手
方
に
待
っ
て
い
た
だ
け
る

と
は
限
ら
な
い
の
で
、
予
定
通
り
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

こ
こ
数
年
の
傾
向
を
見
る
と
１
年
で

３
％
増
え
て
い
る
の
で
、
単
純
に
４
５
０
０

万
円
増
額
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

答 質
　
　

契
約
を
半
年
延
期
す
る
考
え
は

質　
　
疑

答 質
　
　

水
害
に
対
す
る
対
策
は

より安全で
おいしい給食を
提供するために
議案第157号　工事請負契
約の締結（吹上小学校給食
共同調理場 改築建築工事）

可決
賛成
反対

26
2

討
論
（
議
案
第
１
５
９
〜
１
６
１
号
ほ
か
）

　

吹
上
小
の
学
校
給
食
調
理
場
建
築

工
事
は
、
衛
生
面
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

な
ど
で
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

設
備
工
事
落
札
率
が
99･

29
％
と
極
め

て
高
い
。
ま
た
、
建
築
坪
単
価
も
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
反
対
で
あ
る
。

　
文
化
芸
術
館
建
築
工
事
は
本
体
工
事

の
落
札
率
が
99･

93
％
で
入
札
は
１
社

だ
け
、
工
事
全
体
の
坪
単
価
は
２
７
０

万
円
と
高
額
で
あ
り
、
反
対
す
る
。
ま
た
、

台
風
第
19
号
の
災
害
復
興
と
被
災
者

支
援
を
最
優
先
す
る
べ
き
で
あ
り
、

着
工
を
遅
ら
せ
る
こ
と
な
ど
を
強
く

要
望
す
る
。

反
対

　
文
化
芸
術
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
設
計
内
容
の
見
直
し
を

行
い
、
整
備
や
維
持
管
理
費
用
の
圧
縮

を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

１
市
５
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

本
市
に
と
っ
て
、
必
要
な
都
市
機
能
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
仮
に
整
備

事
業
を
中
止
し
た
場
合
の
財
政
負
担
や

国
と
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
か
ね
な
い
こ

と
な
ど
を
比
較
考
量
す
る
と
、
本
案
を

可
決
成
立
さ
せ
て
、
建
築
工
事
に
着
手

す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成

議
案
の
概
要

歴史･文化･芸術
を未来へ継承する
ために
議案第159号　工事請負契
約の締結（(仮称)栃木市
文化芸術館 建築工事）

可決
賛成
反対

22
6

議
案
の
概
要

質
質　
　
疑

　
12
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

質答 　
　

配
膳
室
の
衛
生
面
と
異
物
混
入

の
対
策
は

質答 　
　

契
約
を
１
年
延
期
し
た
場
合
の

建
設
費
用
の
増
加
見
込
み
額
は

先行して整備が進められている
（仮称）文学館
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　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るため、討論が行われた議案名と発言した議員名は次のとおり
です。（○=賛成　●=反対）
・議案第140号・147号　●内海まさかず 議員、●白石　幹男 議員　○天谷　浩明 議員
・議案第157号・158号　●川上　　均 議員　　　　　　　　　　 ○関口孫一郎 議員
・議案第159号～161号　●内海まさかず 議員、●川上　　均 議員　○天谷　浩明 議員

議案等の審議結果
　１２月定例会では、議案２７件、決議案１件が審査され、その内、全会一致は２０件、賛否が分かれた
議案等は８件でした。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。
　なお、内海議員は決議案第２号の採決の際に退席いたしました。

◯=賛成、●=反対

件　　　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 27 28 29 30

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

令和元年度栃木市一般会計補正
予算(第７号)

栃木市議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

工事請負契約の締結について(吹
上小学校給食共同調理場 改築
建築工事)

工事請負契約の締結について(吹
上小学校給食共同調理場 改築
機械設備工事)

工事請負契約の締結について
((仮称)栃木市文化芸術館 建築
工事)

工事請負契約の締結について
((仮称)栃木市文化芸術館 電気
設備工事)

議
長
の
た
め
、
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

議　案
第140号

議　案
第147号

議　案
第157号

議　案
第158号

議　案
第159号

議　案
第160号

〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇●〇〇〇可決
工事請負契約の締結について
((仮称)栃木市文化芸術館 機械
設備工事)

議　案
第161号

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇-〇〇〇●〇〇●〇〇〇可決
議案第159号、議案第160号及び議案
第161号工事請負契約の締結（(仮称)
栃木市文化芸術館)に対する付帯決議

決議案
第２号

番　号

天
谷
　
浩
明

中
島
　
克
訓

福
田
　
裕
司

梅
澤
　
米
満

小
堀
　
良
江

松
本
　
喜
一

大
阿
久
　
岩
人

針
谷
　
正
夫

関
口
　
孫
一
郎

広
瀬
　
義
明

福
富
　
善
明

永
田
　
武
志

白
石
　
幹
男

千
葉
　
正
弘

入
野
　
登
志
子

氏
家
　
晃

針
谷
　
育
造

小
久
保
か
お
る

内
海
ま
さ
か
ず

茂
呂
　
健
市

青
木
　
一
男

坂
東
　
一
敏

大
谷
　
好
一

古
沢
　
ち
い
子

大
浦
　
兼
政

川
上
　
　
均

浅
野
　
貴
之

小
平
　
啓
佑

森
戸
　
雅
孝

誠
　
心

弘
毅
会

創
志
会

無
会
派

栃
木
未
来

栃
木
未
来

明
　
政

弘
毅
会

栃
木
未
来

無
会
派

明
　
政

無
会
派

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

創
志
会

公
明
党
議
員
会

栃
木
未
来

創
志
会

公
明
党
議
員
会

創
志
会

創
志
会

明
　
政

誠
　
心

誠
　
心

公
明
党
議
員
会

栃
木
政
策
研
究
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

誠
　
心

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
政
策
研
究
会

付帯決議案を提出 賛成24、反対3、棄権1
※付帯決議とは…法的な拘束力は有しませんが、執行部はこれを尊重することが求められます。

１　各種事業の実施にあたっては、災害からの復旧支援に影響が出ないよう、費用対効果を十分に
　検証しながら取り組むこと。
２　(仮称)栃木市文化芸術館については、建設にあたっては市民の理解を得ながら進めるとともに、
　次世代に誇れる施設となるよう、管理運営に意を用いること。
３　国県等関係機関に対し、継続して財政支援を要請すること。
４　持続可能な財政基盤を確立するため、市民の視点に立って行財政改革を着実に推進すること。

議案第159号～161号　工事請負契約の締結（（仮称）文化芸術館）に対する付帯決議

可決
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一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス
 

　

こ
の
度
の
台
風
第
19
号
に
よ
る
浸
水

被
害
は
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸

水
想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
中

小
河
川
や
用
水
路
な
ど
で
も
多
数
発
生

し
て
い
た
。

　

浸
水
被
害
を
検
証
し
、
早
急
な
浸
水

想
定
区
域
の
見
直
し
と
改
訂
が
必
要
で

あ
り
、
併
せ
て
市
民
へ
の
開
示
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考
え

を
伺
う
。

　

こ
の
度
の
台
風
で
は
、
洪
水
予
報
河

川
や
水
位
周
知
河
川
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
三
杉
川
や
赤
津
川
、
柏
倉
川
、

逆
川
な
ど
の
県
が
管
理
す
る
中
小
河
川

に
お
い
て
、
決
壊
や
越
水
、
溢
水
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
想
定
区
域
と

な
っ
て
い
な
い
エ
リ
ア
で
の
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
。

　

今
後
は
、
県
が
浸
水
想
定
区
域
図
の

な
い
中
小
河
川
に
つ
い
て
も
対
象
河
川

を
選
定
し
た
う
え
で
、
令
和
２
年
度
内

に
簡
易
的
な
浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
見
直

し
が
な
さ
れ
た
ら
、
早
急
に
新
た
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
作
業
を
進
め

る
。

　

新
た
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

た
際
に
は
、
各
世
帯
へ
配
布
す
る
と
と

も
に
、
本
年
５
月
に
各
地
域
で
実
施
し

た
説
明
会
と
同
様
、
説
明
会
を
開
催

し
、
広
く
周
知
に
努
め
て
い
く
。

○
栃
木
市
に
洪
水
が
二
度
と
起
き
な
い

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

●
河
川
対
策

○
災
害
復
旧
に
伴
う
費
用
と
事
業
見
直
し

福
田
危
機
管
理
監

答
弁

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
へ

 
　

河
川
が
氾
濫
す
る
可
能
性
を
少
し
で

も
取
り
除
く
た
め
、
各
河
川
の
河
床
の

浚
渫
や
除
草
等
の
管
理
強
化
が
図
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
対
応
の
た
め
に

も
、
河
川
管
理
事
業
費
が
大
幅
に
増
額

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
と
考

え
る
。

　

い
つ
も
き
れ
い
で
、
水
の
流
れ
や
す

い
河
川
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
県

当
局
に
対
し
、
河
川
管
理
事
業
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
陳
情
す
べ
き
で
は
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

　

河
川
の
氾
濫
を
軽
減
さ
せ
る
取
り
組

み
と
し
て
は
、
河
床
の
浚
渫
等
が
有
効

な
方
法
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
も
一
級
河
川
の
管
理
者
で
あ

る
栃
木
県
に
対
し
、
土
砂
の
撤
去
、
河

川
に
生
え
て
い
る
竹
や
木
の
除
去
な

ど
、
河
川
断
面
の
確
保
の
た
め
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
て
き
た
。

　

今
回
、
平
成
27
年
の
災
害
を
上
回
る

甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
不
安
等
も
増

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
な

河
川
整
備
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

●
台
風
19
号
に
よ
る
被
害
と
今
後
の
対
応

大
川
市
長

答
弁

県
当
局
に
対
し
、河
川
管
理
事
業
の

充
実
強
化
を
陳
情
す
べ
き

安
全
・
安
心
な
河
川
整
備
対
策
に
つ
い
て

引
き
続
き
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く

県
の
浸
水
想
定
区
域
図
見
直
し
後

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
作
業
を
進
め
る

【会派代表質問】
創志会

●福田　裕司　議員
○茂呂　健市　議員
○内海まさかず　議員
○針谷　育造　議員
○千葉　正弘　議員

【会派代表質問】
誠　心

●大谷　好一　議員
○浅野　貴之　議員
○坂東　一敏　議員
○天谷　浩明　議員
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関
東
・
東
北
豪
雨
か
ら
わ
ず
か
４
年

後
に
、
今
回
の
大
雨
災
害
が
発
生
し
た
。

も
は
や
こ
の
よ
う
な
大
雨
災
害
は
、
い

つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
大
雨
で
、
市
内
の
複
数
の
河

川
で
大
き
な
被
害
が
出
た
が
、
都
賀
地

域
の
逆
川
等
の
中
小
河
川
を
含
め
、
大

雨
の
た
び
に
被
害
が
出
て
い
る
河
川
も

あ
る
。

　

現
状
復
旧
で
は
な
く
、
蛇
行
の
改
善

や
川
幅
の
拡
幅
、
護
岸
の
強
化
等
の
改

良
復
旧
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

災
害
復
旧
事
業
は
、
被
害
箇
所
を
元

通
り
に
直
す
原
形
復
旧
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
が
、
河
川
の
改
良
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
河
川
形
状
の
不

良
が
原
因
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な

ど
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
改
良
復
旧

を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　

平
成
27
年
及
び
今
回
の
災
害
を
考
慮

す
る
と
、
今
後
の
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

も
改
良
復
旧
を
念
頭
に
お
き
、
対
応
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
く
、
県
に
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
日
、
国

に
も
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
改

良
復
旧
の
採
択
に
向
け
、
国
・
県
に
要

望
し
て
い
く
。

●
台
風
19
号
に
よ
る
大
雨
被
害
と
そ
の
対
応

國
保
建
設
部
長

答
弁

河
川
を
改
良
復
旧
す
る
こ
と
で

水
害
を
防
ぐ
取
り
組
み
を

 
５
施
設
で
８
人
の
方
を

福
祉
避
難
所
と
し
て
対
応
し
た

　

福
祉
施
設
と
の
災
害
協
定
を
締
結

し
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
を
行
っ
た
と

伺
っ
て
い
る
が
、
福
祉
避
難
所
の
設
置

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た

の
か
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所
に
お
い
て
、
要

配
慮
者
の
方
等
を
福
祉
避
難
所
へ
速
や

か
に
移
動
さ
せ
る
方
法
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

今
回
の
台
風
第
19
号
で
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
避
難
行

動
要
支
援
者
の
方
が
、
災
害
時
に
お
け

る
応
援
協
力
の
基
本
協
定
に
基
づ
き
、

民
間
福
祉
施
設
等
に
直
接
避
難
し
た

り
、
指
定
避
難
所
か
ら
移
送
さ
れ
た
り

し
、
５
施
設
で
８
人
の
方
を
福
祉
避
難

所
と
し
て
対
応
し
た
と
報
告
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

各
指
定
避
難
所
で
は
常
に
避
難
者
の

健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
、
要
配
慮
者

に
対
し
て
は
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

対
応
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
夜

間
や
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
二
次
災
害

の
恐
れ
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
福
祉
避

難
所
へ
の
移
送
を
せ
ず
に
、
指
定
避
難

所
で
対
応
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

●
災
害
避
難
所
と
今
後
の
方
針

○
農
業
被
害
者
支
援

○
災
害
対
策
本
部
等
の
対
応

福
田
危
機
管
理
監

答
弁

要
配
慮
者
の
方
等
に
対
す
る

福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

【会派代表質問】
栃木未来

●氏家　　晃　議員
○関口孫一郎　議員
○松本　喜一　議員
○小堀　良江　議員

【会派代表質問】
公明党議員会

●小久保かおる　議員
○古沢ちい子　議員
○入野登志子　議員

改
良
復
旧
を
念
頭
に
置
い
た
対
応
を

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
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ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
実
感
し
て
い
る

　

台
風
第
19
号
の
教
訓
と
し
て
、
地
域

の
助
け
合
い
や
心
と
心
の
結
び
つ
き
が

挙
げ
ら
れ
る
。
地
域
住
民
が
交
流
し
な

が
ら
防
災
に
関
す
る
体
験
を
行
う
な

ど
、
減
災
・
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
各
家
庭
で
の
防
災
対
策
、
自

主
防
災
組
織
で
の
防
災
活
動
な
ど
、
市

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の

考
え
を
伺
う
。

　

今
回
の
台
風
第
19
号
で
市
内
全
域
が

大
規
模
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
ハ
ー

ド
面
で
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
改
め
て
市
民
へ
の
防
災
意
識
の

啓
発
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
域
と
し
て
の
防
災
力
を

高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
共
助
に
よ
る

防
災
活
動
を
推
進
し
、
市
内
全
域
に
自

主
防
災
組
織
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
く
と
と
も
に
、
見
直
し
後
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
会
や
出
前
講
座

等
を
通
し
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に

よ
る
命
を
守
る
対
策
を
よ
り
強
固
な
も

の
と
し
て
い
く
。

●
台
風
19
号
に
関
す
る
検
証
と
対
策

大
川
市
長

答
弁

市
民
に
対
し
て
、防
災
意
識
を
高
め
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

 
　

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
コ
メ
ン
ト

に
「
市
内
全
域
に
自
主
防
災
組
織
を
作

り
、
災
害
へ
の
意
識
や
命
を
守
る
対
策

を
、
よ
り
強
固
に
し
て
い
き
た
い
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
公
助
だ
け
で
な
く
、

地
元
自
治
会
等
の
協
力
も
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
日
頃

か
ら
災
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
備

え
が
で
き
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
う
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
道
路
の

寸
断
や
救
助
・
救
援
要
請
の
集
中
に
よ

り
、
公
共
防
災
機
関
に
よ
る
支
援
等
が

期
待
で
き
な
い
こ
と
が
発
生
す
る
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
共
助
に
よ
る

防
災
活
動
を
展
開
し
、
お
互
い
の
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
身
近
に
い
る

地
域
の
皆
様
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
域
と
し
て
の
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に
も
、
市
内
全
域
で
自
主

防
災
組
織
が
で
き
る
よ
う
、
各
地
域
や

自
治
会
に
お
願
い
し
、
共
助
に
よ
る
防

災
活
動
の
重
要
性
を
地
域
の
皆
様
に
広

め
る
と
と
も
に
、
研
修
会
や
訓
練
へ
の

参
加
を
通
し
て
、
意
識
啓
発
に
努
め
て

い
く
。

○
災
害
発
生
時
の
市
全
体
で
の

　
初
動
体
制
と
連
携

○
災
害
発
生
後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

●
自
主
防
災
組
織
の
対
応

大
川
市
長

答
弁

公
助
に
頼
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は

共
助
に
よ
る
防
災
活
動
の
重
要
性
を

地
域
に
広
め
、意
識
啓
発
に
努
め
て
い
く

【会派代表質問】
明　政

●福富　善明　議員
○青木　一男　議員
○大阿久岩人　議員

【会派代表質問】
栃木政策研究会

●森戸　雅孝　議員
○小平　啓佑　議員
○大浦　兼政　議員



－ 9 －

第 43 号 とちぎ市議会だより 令和２年２月20日

一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス
 

　

住
宅
応
急
修
理
制
度
は
、
修
理
が
完

了
し
、
支
払
い
が
済
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
、
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
制
度
の
周
知
が
徹
底

さ
れ
ず
、
り
災
証
明
の
発
行
も
遅
れ
て

い
る
状
況
の
中
で
、
一
日
も
早
く
住
め

る
状
態
に
す
る
た
め
に
修
理
を
し
て
し

ま
っ
た
被
災
者
も
多
く
、
不
満
が
で
て

い
る
。

　

本
来
、
本
制
度
を
利
用
で
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

被
災
者
に
対
し
て
、
救
済
制
度
を
設
け

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

本
制
度
は
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

制
度
で
あ
り
、
対
象
は
自
ら
の
資
力
で

は
応
急
修
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
払
い

が
完
了
し
て
し
ま
う
と
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
て
は
、
被
害
を
受
け
た

住
宅
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
、
市
独
自
の
「
被
災
者
住
宅

復
旧
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
の

で
、
11
月
23
日
よ
り
開
設
し
た
「
被
災

者
支
援
総
合
窓
口
」
等
に
お
い
て
ご
相

談
い
た
だ
き
た
い
。

○
被
害
状
況

○
避
難
へ
の
対
応

●
被
災
者
支
援

福
田
危
機
管
理
監

答
弁

住
宅
応
急
修
理
制
度
は
、

被
災
者
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

 
　

台
風
第
19
号
は
本
市
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

　

合
併
前
の
自
治
体
ご
と
の
治
水
で
は

な
く
、
栃
木
市
全
体
と
し
て
流
域
ご
と

に
治
水
を
考
え
、
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
皆
が
そ
う
し

た
考
え
に
立
つ
こ
と
が
必
要
だ
。

　

本
市
で
は
中
小
河
川
・
支
川
ま
で
含

め
て
ほ
と
ん
ど
が
県
の
河
川
管
理
領
域

だ
が
、
市
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
的
な
治
水
管

理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

　

巴
波
川
や
永
野
川
を
中
心
と
し
た
巴

波
川
圏
域
や
、思
川
圏
域
な
ど
で
は
、近

年
の
異
常
気
象
の
発
生
を
受
け
、河
川
計

画
等
の
検
証
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
河
川
圏
域
の
検
討
の
中
で

は
、
規
模
の
小
さ
い
中
小
河
川
に
つ
い

て
も
、
市
街
地
の
中
で
溢
水
等
の
浸
水

被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
状
況
を
考
慮

す
る
と
、
中
小
河
川
の
流
下
能
力
の
向

上
と
と
も
に
、河
川
へ
の
流
入
量
の
軽
減

を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
圏
域
に
つ

い
て
、
河
川
堤
防
の
強
化
や
、
雨
量
に

対
す
る
流
出
量
の
調
整
方
法
の
検
討
な

ど
、
治
水
能
力
の
高
い
河
川
整
備
に
向

け
、
国
及
び
県
と
密
に
連
携
し
、
協

議
・
調
整
を
進
め
て
い
く
。

●
治
水
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を

○
復
興
担
当
部
署
の
新
設
を

○
早
期
の
災
害
復
旧
を

○
来
る
べ
き
災
害
に
備
え
て

○
高
水
敷
に
水
が
上
が
っ
た
際
の
安
全
性

國
保
建
設
部
長

答
弁

中
小
河
川
・
支
川
を
含
め
た

流
域
一
体
で
の
治
水
管
理
を

国
及
び
県
と
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
く

【会派代表質問】
日本共産党
栃木市議団

●白石　幹男　議員
○川上　　均　議員

【会派代表質問】
弘毅会

●針谷　正夫　議員
○中島　克訓　議員

市
独
自
の
補
助
金
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
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水
害
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
田
ん
ぼ
の
排
水
を

一
時
的
に
絞
り
、
雨
水
を
た
め
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
既
存
の
田
ん
ぼ
を
利
用

し
て
の
治
水
対
策
と
な
り
、
少
な
い
予

算
で
対
応
で
き
る
。
栃
木
市
を
水
害
か

ら
守
る
に
は
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
不
可
欠

だ
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
市
内
の
11
土
地
改
良
区
の
中

に
は
、
既
に
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
土

地
改
良
区
を
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

本
年
８
月
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
を
含
め
た

広
域
的
な
排
水
対
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
県
と
小
山
市
、
栃
木

市
に
よ
る
「
栃
木
市
・
小
山
市
広
域
排
水

対
策
推
進
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
連
絡
会
議
で
は
各
機
関

が
行
う
排
水
対
策
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
図
る
と
と
も
に
、
排
水
対
策
の
整
備

実
施
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

な
お
、
小
山
市
で
は
、
現
在
、
田
ん

ぼ
ダ
ム
の
効
果
に
つ
い
て
は
検
証
中
と

の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
本
連
絡
会
議
に

お
い
て
小
山
市
と
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
、
有
効
性
や
財
源
、
整
備
手
法
も
含

め
て
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
土
地
改
良
区
に
対
し
て
は
補

助
金
の
交
付
と
合
わ
せ
て
、
必
要
な
事

務
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

○
河
川
の
強
化

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

●
農
地
の
機
能
の
強
化

福
原
産
業
振
興
部
長

答
弁

本
市
で
も
全
国
的
に
普
及
が
進
む

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
推
進
を

 

針谷 育造 議員
創志会

　

台
風
第
19
号
は
市
民
生
活
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
た
。
最
大
の
要
因
は
、

一
級
河
川
永
野
川
の
決
壊
で
あ
る
。

　
原
因
者
負
担
は
社
会
の
常
識
で
、管
理

責
任
を
国
、県
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

12
月
６
日
、
国
へ
の
要
望
活
動
に
出

か
け
る
よ
う
だ
が
、
「
お
願
い
」
で
は

だ
め
だ
。
市
民
に
寄
り
添
う
の
で
あ
れ

ば
、
国
、
県
の
管
理
責
任
を
訴
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
安
全

で
安
心
で
き
る
市
民
生
活
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
最
も

優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
次
年
度
に
か

け
て
、
人
命
を
守
り
、
経
済
へ
の
被
害

を
致
命
的
な
も
の
と
せ
ず
、
迅
速
な
回

復
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
平
時
か

ら
構
築
す
る
、
栃
木
市
版
「
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
今

回
の
12
月
補
正
予
算
案
に
事
業
費
を
計

上
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
に
は
、
国

や
県
と
の
連
携
・
協
力
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
、
先
月
の
20
日
に
も
国
土
交

通
省
等
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
今
後
も
要

望
し
て
い
く
。

●
栃
木
市
総
合
計
画
・
後
期
計
画

○
令
和
２
年
度
予
算
編
成
方
針

○
栃
木
シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

大
川
市
長

答
弁

一
級
河
川
永
野
川
の
管
理
責
任
は
、

国
と
県
に
あ
る

一級河川三杉川の決壊現場

今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く

【会派代表質問】
無会派

●梅澤　米満　議員

有
効
性
や
財
源
、整
備
手
法
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
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広瀬 義明 議員
無会派

　

栃
木
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
数
は
少
な
く
な

い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
知
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。

　

一
貫
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
も
な
く
、
作

成
し
た
動
画
を
Ｈ
Ｐ
等
に
ア
ッ
プ
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
紙
ベ
ー
ス
以
外
に

も
あ
る
周
知
方
法
に
よ
っ
て
、
動
画
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
作
成
予

算
が
無
駄
に
な
る
。

　

費
用
対
効
果
を
考
え
、
様
々
な
体
制

を
整
え
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
活
用
方
法
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
、
庁
内
の
各
部
署
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
目
的
に
応
じ
た
動
画
が
多
く

制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
一
つ
に
集
約
し
て
公
開
す
る
よ
う

に
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
移
住
促
進
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
他
の
部
署
が
作
成
し
た
本

市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
も
始
め
た
。

　

さ
ら
に
、
「
第
２
期
栃
木
市
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
行
動
計
画
」
に
掲
げ

た
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
制
作
す

る
動
画
の
中
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
あ
る

が
嬉
し
い
ゆ
る
や
か
栃
木
市
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
や
、
と
ち
介
の
デ
ザ
イ
ン
挿
入

を
ル
ー
ル
化
す
る
方
針
で
あ
り
、
市
と

し
て
統
一
感
の
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
と
、
全
庁
的
な
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

○
栃
木
市
の
消
防
力

●
栃
木
市
Ｐ
Ｒ
動
画
事
業

小
保
方
総
合
政
策
部
長

答
弁

見
せ
る
た
め
に
作
っ
た
動
画

見
て
も
ら
う
努
力
を
求
め
る

 

古沢ちい子 議員
公明党議員会

　

深
刻
な
児
童
虐
待
が
後
を
絶
た
ず
、

全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
い
て
、
虐
待

に
関
す
る
相
談
件
数
も
増
加
を
続
け
て

い
る
が
、
本
市
の
実
態
と
そ
の
対
応
を

伺
う
。

　

ま
た
個
別
対
応
に
よ
り
問
題
が
長
期

化
す
る
中
、
現
在
の
支
援
相
談
員
体
制

で
充
分
と
は
い
え
な
い
。

　
さ
ら
な
る
体
制
強
化
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

　

本
市
の
児
童
虐
待
等
の
対
応
状
況

は
、
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不

適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
実
施
さ
れ

る
「
児
童
福
祉
施
設
措
置
」
の
件
数

が
、
年
間
40
件
か
ら
50
件
で
推
移
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
児
童
の
生
活
習
慣
や
経
済
的

な
問
題
な
ど
の
相
談
件
数
は
延
べ
４
０

０
０
件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
、
平
成

28
年
度
及
び
29
年
度
は
年
間
延
べ
約

６
３
０
件
で
あ
っ
た
が
、平
成
30
年
度
は

延
べ
９
８
３
件
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

さ
ら
に
、
養
育
支
援
家
庭
訪
問
事
業

な
ど
で
は
、
相
談
件
数
の
増
加
に
加

え
、
問
題
が
複
雑
化
・
深
刻
化
し
て
お

り
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
的
な
職
員
の

配
置
に
つ
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
児
童
相
談

所
及
び
市
町
村
の
体
制
整
備
と
専
門
性

の
強
化
を
掲
げ
、
令
和
４
年
度
ま
で

に
、
全
て
の
市
町
村
に
「
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設
置
に

向
け
、
現
在
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
さ
ら
な
る
相
談
支
援
体
制
と

専
門
性
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

●
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み

○
栃
木
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計
画

○
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業

髙
橋
こ
ど
も
未
来
部
長

答
弁

虐
待
関
係
な
ど
へ
の
対
応
状
況
と

支
援
体
制
の
強
化
は

全
庁
的
な
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る

さ
ら
な
る
相
談
支
援
体
制
と

専
門
性
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
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入野登志子 議員
公明党議員会

　

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

２
０
２
１
年
３
月
に
健
康
保
険
証
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
し
、
２
０
２
２
年
度

中
に
は
、
全
国
の
ほ
ぼ
全
て
の
医
療
機

関
が
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
支

援
し
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
と
想
定
し
て

い
る
。

　

市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
導
入
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１

年
３
月
か
ら
本
格
運
用
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
報
と
ち
ぎ

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
広
く

制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に

つ
い
て
は
、
全
世
帯
に
対
し
、
来
年
８

月
の
保
険
証
更
新
時
に
チ
ラ
シ
等
を
同

封
し
、
周
知
を
図
り
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、
栃
木
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
、
同

様
の
対
応
を
要
請
し
て
い
く
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
は
、
将
来
に
お
け
る
正
確
な
診

療
・
医
療
デ
ー
タ
の
基
盤
と
も
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い

周
知
広
報
に
努
め
、
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
「
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普
及

橘
生
活
環
境
部
長

答
弁

健
康
保
険
証
導
入
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

 

内海まさかず 議員
創志会

必
要
性
、費
用
対
効
果
を
十
分
検
討
し
、

事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く

　

未
曽
有
の
災
害
を
受
け
、
来
年
度
の

予
算
編
成
を
見
直
さ
な
い
と
な
ら
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
行
う
の
か
。

特
に
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
は
、

い
く
ら
有
利
な
合
併
推
進
債
が
使
え
る

と
い
っ
て
も
、借
金
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

財
政
調
整
基
金
を
約
40
億
円
切
り
崩

し
て
い
る
現
状
を
み
る
と
、
個
人
的
に

は
行
っ
て
ほ
し
い
学
校
給
食
費
の
補
助

も
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
文
化
芸
術
館
、
子
ど
も
の
遊
び
場

な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
今
は
災
害
か
ら

の
復
旧
に
全
力
を
尽
く
す
時
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

９
月
末
に
策
定
し
た
予
算
編
成
方
針
を

基
本
と
す
る
が
、
今
回
の
台
風
被
害
に

よ
り
、
方
針
策
定
時
と
現
在
と
は
状
況

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

　

現
状
と
し
て
は
、
復
旧
・
復
興
を
最

優
先
と
捉
え
、
被
災
者
支
援
と
災
害
復

旧
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
既
に

多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
今
後
も
さ
ら
な
る
負
担
が
想

定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
既
存

の
事
業
及
び
新
規
に
予
定
し
て
い
た
事

業
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
、
費
用
対

効
果
を
十
分
検
討
し
、
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。

○
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
及
び

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
離
脱
問
題

○
市
と
民
間
事
業
者
と
の
関
係

●
来
年
度
の
予
算
編
成

大
川
市
長

答
弁

ど
の
よ
う
な
方
針
で
行
う
の
か

保
険
証
更
新
時
に
チ
ラ
シ
等
を
同
封
し
、

周
知
を
図
る

マイナンバーカード（見本）
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浅野 貴之 議員
誠　心

　

休
日
歯
科
診
療
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
９
月
の
定
例
会
で
質
問
を
し
た
。

　

当
時
は
、
拠
点
整
備
と
輪
番
制
の
比

較
や
予
算
規
模
、
費
用
対
効
果
な
ど
を

検
討
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

下
都
賀
歯
科
医
師
会
か
ら
の
要
望
や

本
市
の
自
治
体
規
模
、
近
隣
自
治
体
と

の
比
較
か
ら
、
休
日
歯
科
診
療
事
業
を

開
始
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
来
年
度
の

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
と
し
て
も
、
休
日
歯
科
診
療
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
が
、
休
日
歯

科
診
療
所
の
開
設
に
は
場
所
の
選
定
や

確
保
、
設
備
の
整
備
な
ど
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
す
ぐ
に
診
療
所
を
設
け
て
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
お
盆
休
み
や
年
末

年
始
等
の
長
期
休
暇
中
に
つ
い
て
は
、

診
療
を
実
施
し
て
い
る
歯
科
医
院
が
市

内
に
な
い
こ
と
か
ら
、
休
日
歯
科
診
療

の
必
要
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
来
年
度
か
ら
、
お
盆
休
み

や
年
末
年
始
等
、
長
期
休
暇
中
の
輪
番

制
に
よ
る
実
施
に
向
け
て
、
下
都
賀
歯

科
医
師
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

●
休
日
歯
科
診
療
事
業
の
開
始

○
健
康
生
活
を
守
る
取
り
組
み

藤
田
保
健
福
祉
部
長

答
弁

口
腔
内
の
健
康
を
守
る
た
め
に

早
期
の
開
設
を

川 上　均 議員
日本共産党栃木市議団

　

磯
山
地
区
の
区
画
整
理
を
行
う
区
域

の
北
側
に
は
、
赤
津
川
が
急
カ
ー
ブ
で

入
り
込
み
、
大
雨
が
降
れ
ば
あ
ふ
れ
て

し
ま
う
。

　

事
業
を
進
め
る
に
し
て
も
、
今
回
の

台
風
被
害
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策
を
最

優
先
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
意
見
、
思

い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
と
の
意
見

交
換
を
十
分
に
行
い
、
事
業
を
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

磯
山
地
区
は
永
野
川
と
赤
津
川
に
挟

ま
れ
、
関
東
・
東
北
豪
雨
時
に
周
辺
地

域
に
お
い
て
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。

今
回
の
台
風
第
19
号
に
よ
る
浸
水
被

害
も
、
永
野
川
の
水
位
の
上
昇
に
よ
り

内
水
の
排
水
処
理
が
困
難
と
な
っ
た
こ

と
や
、赤
津
川
の
氾
濫
、さ
ら
に
は
Ｊ
Ｒ

両
毛
線
鉄
橋
付
近
に
お
い
て
堤
防
が
決

壊
し
、
大
量
の
水
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と

が
磯
山
地
域
全
体
に
被
害
を
拡
大
さ
せ

た
最
大
の
原
因
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
事
業
を
実
施
す
る
計
画

で
あ
る
が
、今
回
、施
行
区
域
内
の
一
部

で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
準
備
会
に
お
い
て
、
関
係
権
利
者

の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
事
業
の
進

め
方
等
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

●
大
平
町
真
弓
、
磯
山
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業

○
西
山
田
地
区
と
小
野
口
・

小
野
寺
地
区
の
土
砂
埋
め
立
て

○
高
齢
者
の
問
題
と
対
策
、い
わ
ゆ
る「
終
活
」

南
斉
副
市
長

答
弁

区
画
整
理
事
業
は
災
害
対
策
を

最
優
先
に
進
め
る
べ
き

輪
番
制
に
よ
る
実
施
に
向
け
て

協
議
を
進
め
て
い
る

関
係
権
利
者
の
意
向
を
確
認
し
、

事
業
の
進
め
方
等
を
慎
重
に
検
討
す
る

磯山地区の赤津川
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小堀 良江 議員
栃木未来

　

２
０
２
０
年
に
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
蔵

タ
ク
の
運
賃
や
運
行
ル
ー
ト
等
が
変
更

さ
れ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
等
で
出
さ

れ
た
要
望
等
を
踏
ま
え
た
見
直
し
は
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
を
見
直
し
た
の
か
。
さ
ら
に
は
、
こ

の
見
直
し
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
期
待
で
き
る
の
か
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
は
、
行
先
や
運
行

ル
ー
ト
の
わ
か
り
や
す
さ
、
乗
り
入
れ

の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
路
線
設
定
や

運
行
ル
ー
ト
を
見
直
す
と
と
も
に
、
利

用
状
況
や
要
望
を
踏
ま
え
た
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
蔵
タ
ク
で
は
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
と
の
乗
り
継
ぎ
に
よ
る
運
賃
割
引
制

度
を
設
け
、
長
距
離
利
用
者
に
ふ
れ
あ

い
バ
ス
へ
の
転
換
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
運
行
の
効
率
化
を
図
り
、
予
約
の

取
り
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し

た
。

　

こ
の
他
に
も
、
市
内
一
律
運
賃
や
高

齢
者
の
割
引
、
小
学
生
の
無
料
化
、
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
、
利
用
し
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ

に
重
点
を
置
い
た
見
直
し
に
よ
り
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
利
用

増
が
期
待
で
き
る
。

○
道
路
交
通
法
の
改
正

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
及
び
蔵
タ
ク

○
寺
尾
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

橘
生
活
環
境
部
長

答
弁

要
望
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
運
営
を

利
便
性
の
向
上
を
図
り
、

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い

市内施設8カ所を現地視察しました
　本市議会においては、議員力のさらなる向上を図るため様々な取り組みや検討を行っており、
昨年の10月７日、各地域で実施や計画されている行政施設整備等の現地視察を行い、事業への
理解や議員間の情報の共有化を図りました。

完成が待たれる北部健康福祉センター

〇視察先
・北部健康福祉センター
・都賀総合支所建設予定地
・ヤマサ味噌工場跡
・渡良瀬遊水地（ハートランド城）
・西前原排水機場
・いわふねフルーツパーク
・県青少年研修施設予定地
・栃木シティFC練習場、スタジアム建設候補地
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災害に関する補正予算等を全会一致で可決(11月臨時会)

　11月臨時会では、先の台風第19号に伴う
大雨被害に対する数多くの支援策を実施する
ための補正予算等が可決されました。
　執行部に対しては、補正予算等に計上された
事業のスムーズな実施に万全を期して取り組
んでいただき、被災された方々に対しまして、
きめ細やかな支援がなされるよう、要望いたし
ました。
　議会においても引き続き、災害からの復旧・
復興支援に取り組んでまいります。議員・執行部ともに防災服で臨みました

この難局を乗り切るために(台風第19号による大雨被害に関する決議文)

　先の11月臨時会において、災害の早期復旧等に向けて下記の事項に留意して
取り組むよう、執行部に強く求める決議文を提出いたしました。議会においても
執行部との連携・協力のもと、全力を挙げてこの難局を乗り切ってまいります。

表紙の写真 復興に向けて「ONE TEAM」
　台風第19号により甚大な被害を受けた本市の復興に向け、12月
議会では議員の心を一つにして、復興支援に真剣に取り組むことを
改めて決意いたしました。
　ONE TEAM 栃木市として力を合わせ、この未曽有の危機を乗り
越え、より強い、より素晴らしい栃木市を作ってまいります。
 被災を受けた皆様に心よりお見舞いを申し上げ、議会の決意と
思いを込めた表紙写真とさせていただきます。

（表紙担当：大浦委員、撮影協力：古澤悦夫 写真アドバイザー）

１　被災された市民が１日でも早く以前の生活を取り戻せるよう、復旧支援
　に取り組むこと。
２　市内の農業、工業、商業等の産業活動の復旧支援に取り
　組むこと。
３　各種復旧支援について、国や県等関係機関に働き
　かけること。
４　災害対応等について検証し、防災対策の強化に取り
　組むこと。
５　災害に強いまちづくりに向けて、より一層取り組みを強化
　すること。

「ONE TEAM 栃木市議会」
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本会議

本会議

議会広報紙モニター 竹山 訓子さん

Ｑ：東京から移住されてきて、栃木市の印象はどうですか
Ａ：自然豊かでゆったりとしていて、子育てしやすい環境
　ですね。私の周りでは都市部にありがちなギスギスした
　人間関係がなく、外部からの人も受け入れてくれる温
　かい方が多いと思います。引っ越してきて正解だったと
　思います。

Ｑ：子育てをされていて思うところを教えてください
Ａ：田舎暮らしの本で子育て世代ナンバー１になりました
　が、もっと子育て政策を充実してほしいと思います。
　期待していた給食費無料化もなぜできなかったのか。
　残念ですね。

Ｑ：栃木市に対し期待することはありますか
Ａ：今回、災害を目の当たりにして防災対策は必要だと
　思いました。また、都市部から人を呼ぶには生活インフ
　ラの拡充が必要ではないでしょうか。農村部にも下水道
　を通してほしいと思います。

３月定例会の予定（変更になる場合があります） 傍聴にお越しください
日 月 火 水 木 金 土

2/16 17 18 19 20 21 22

議案等提案新聞折込

23 24 25 26 27 28 29

3/1 2 3 4 5 6 7

『一般質問』 （総務） （民生） （産業教育） （建設）

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

会派代表質疑 分科会長報告

22 24 25 26 2723 28

本会議

予算特別委員会も傍聴できますので、ぜひお越しください。

　日程と一般質問の内容は、確定次第、
ホームページ等でお知らせするほか、２月
20日（木）に新聞折り込みを予定してい
ます。
　オレンジ色の新聞折り込みチラシ裏面の
「一般質問」をチェックしてください。
身近な話題があるかもしれません。
　ぜひ、本会議の傍聴にお越しください！

12月定例会の傍聴者は…
　　　　　　　　　　延べ178人でした。

栃
木
市
議
会
広
報
委
員
会

（
内
海
ま
さ
か
ず 

記
）

　

12
月
議
会
は
台
風
第
19
号
に

よ
る
被
災
直
後
の
定
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
お
い
て
は
、
災

害
関
係
の
質
問
が
多
数
行
わ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、

災
害
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、

会
派
で
代
表
質
問
を
行
う
と
い

う
変
則
的
な
議
会
運
営
を
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
今
ま
で
の
慣
習

に
と
ら
わ
れ
ず
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
よ
う
と
、
議
会
と
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
が
連

携
で
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
と
執
行
部
は
互
い
に
緊
張

関
係
を
保
ち
な
が
ら
も
、
協
力

す
べ
き
時
は
協
力
し
、
今
後
も

市
政
の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

福
富
善
明

浅
野
貴
之

小
平
啓
佑

川
上　

均

大
浦
兼
政

古
沢
ち
い
子

内
海
ま
さ
か
ず

関
口
孫
一
郎

梅
澤
米
満

鯉
沼
孝
雄

古
澤
悦
夫

議会だよりは目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが音声テープを作成しております。ご入用の方はお気軽に
議会事務局までお問い合わせください。＜TEL：0282-21-2505＞
 

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報紙
モニター」にインタビューするコーナーです。（今回のインタビュアー：内海委員）
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『一般質問』

本会議
議案等採決

予算特別委員会

常任委員会

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　
員

写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー


